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第
百
三
号 

❑去る２月３日、日本会議知多支部例会
が東海市民活動センターにて開催され、
憲法改正国民投票に向けた運動方針が
提起された。来る５月３日には、知多支部
（愛知８区）において憲法集会が開催され
ることも決定した。 

日本会議愛知 経済人交流会 開催さる 
❑去る２月９日、日本会議愛知経済人交流会が名古屋東急ホテルにて開催された。 
 日本会議会員であり、経済界において活躍されている方々が一堂に会し、和やか なひと時を過ごした。 

日本会議 

知多支部例会 

開催さる 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■３月４日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き４月１日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
１月７日は１４名の参加でした。ありがとうございまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （２月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成三十年三月  
 

事
務
局
日
誌 

（一
月
）  

 
 
 
 
 
 
   

 

服
部
守
孝 

い
よ
い
よ
憲
法
改
正
の
機
は 

 
 
 
 

熟
せ
り
！ 

 
 

服
部
守
孝 

年
も
改
ま
り
、
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
。
安
倍

総
理
は
、
「
憲
法
改
正
の
議
論
を
深
め
る
時
に

来
て
い
る
」
と
述
べ
、
国
会
で
の
議
論
の
加
速

を
示
唆
し
た
。
自
民
党
で
も
、
来
る
三
月
二
十

五
日
の
党
大
会
に
憲
法
改
正
案
を
取
り
ま
と
め
、

憲
法
審
査
会
に
提
出
す
る
と
の
報
道
も
な
さ
れ

て
い
る
。 

遡
っ
て
、
昨
年
五
月
三
日
に
は
、
安
倍
総
理
よ

り
「
憲
法
九
条
に
三
項
を
加
え
て
自
衛
隊
を
明

記
す
る
」
、
「
二
〇
二
〇
年
施
行
を
目
指
す
」

と
の
発
言
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
。
十

二
月
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、
改
憲
勢
力

が
三
分
の
二
を
確
保
し
た
。
、
着
々
と
政
治
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進
行
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
い
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
憲
法
審
査
会
に
各
党
が
改

正
原
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
は
じ
め
の
一
歩
だ

が
、
そ
の
後
の
国
会
発
議
、
そ
し
て
国
民
投
票

へ
と
そ
の
バ
ト
ン
を
受
け
る
の
は
、
私
ど
も
国

民
運
動
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。 

 

足
か
け
四
年
に
か
け
て
、
来
る
べ
き
国
民
投
票

勝
利
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
全
国
一
千
万
人
賛
同
者

と
推
進
委
員
拡
大
。
二
つ
が
、
全
国
二
八
九
小

選
挙
区
で
の
国
民
投
票
に
向
け
た
連
絡
会
議
の

設
置
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
に
は

実
に
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
用
と
さ
れ
る
。

即
ち
、
知
恵
と
人
材
と
資
金
だ
。
成
す
べ
き
こ

と
す
べ
て
を
成
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
改
正

は
戦
後
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
国
民
的
体
験

で
あ
る
。
国
論
が
二
分
す
る
戦
い
で
あ
り
、
絶

対
に
負
け
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
戦
い
で
あ
り
、

正
に
総
力
戦
だ
。
も
し
こ
れ
に
負
け
れ
ば
、
後

の
百
年
を
経
た
と
し
て
も
希
望
は
持
て
な
い
。 

 

あ
る
方
が
「
憲
法
改
正
と
は
、
日
本
人
が
日
本

人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
だ
」
と
至
言
を
述
べ
ら

れ
た
。 

戦
後
七
十
二
年
。
多
く
の
先
輩
諸
氏
が
悲
願
と

し
て
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
憲
法
改
正
。
遂
に

私
た
ち
の
世
代
が
そ
の
悲
願
達
成
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
僥
倖
を
し
み
じ
み
思

う
。
平
成
三
十
年
。
そ
し
て
御
代
替
わ
り
を
控

え
、
「
日
本
人
が
日
本
人
ら
し
く
生
き
る
」
時

代
の
幕
開
け
を
迎
え
た
い
。
今
年
一
年
が
勝
負

の
年
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

見
晴
ら
し
の
良
い
嵯
峨
天 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

皇
陵
を
参
拝
し
た
後
、
嵯

峨
天
皇
陵
が
大
覚
寺
の
北
西
約
六
百
メ
ー
ト
ル
地
点
に
位
置
す
る
の
に

対
し
、
北
東
約
六
百
メ
ー
ト
ル
地
点
に
位
置
す
る
後
宇
多
天
皇
と
後
宇

多
天
皇
の
お
母
上
様
で
あ
る
亀
山
天
皇
の
皇
后
、
佶
子
の
蓮
華
峯
寺
陵

で
す
。
亀
山
天
皇
分
骨
所
、
後
宇
多
天
皇
皇
后
、
姈
子
内
親
王
分
骨
所
、

後
二
条
天
皇
分
骨
所
で
も
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

蓮
華
峯
寺
陵
は
以
前
参
拝
し
た
と
き
に
は
整
備
中
で
重
機
が
置
い
て

あ
っ
た
り
柵
に
囲
ま
れ
て
い
た
り
し
た
の
で
す
が
今
回
は
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
た
後
で
参
道
の
両
脇
の
池
に
は
何
匹
も
の
鯉
が
泳
い
で
い
る
の

が
見
え
ま
し
た
。 

交
流
が
続
き
、
折
に
触
れ
て
近
況
報
告
や

人
生
の
機
微
に
つ
い
て
も
語
り
合
う
、
心

の
友
で
あ
る
。
息
子
さ
ん
も
同
席
さ
れ
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
見
る
姿
は
眩
し
い
ほ
ど

の
青
年
に
成
長
さ
れ
て
い
た
。 

七
日(

日)

第
百
回
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃

奉
仕
会
に
参
加
。
終
了
後
は
、
新
年
特
別

参
拝
に
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

十
一
日(

木)

国
民
投
票
に
向
け
た
小
選
挙

区
連
絡
会
議
設
置
の
た
め
の
訪
問
活
動
を

開
始
。
愛
知
一
区
（
東
区
・
北
区
・
西

区
・
中
区
）
、
三
区
（
昭
和
区
・
緑
区
・

天
白
区
）
、
四
区
（
瑞
穂
区
・
熱
田
区
・

港
区
・
南
区
）
の
協
力
者
を
訪
ね
た
。
。 

十
二
日(

金)

国
民
投
票
に
向
け
た
訪
問
活

動
。
愛
知
十
一
区
（
豊
田
市
・
み
よ
し

市
）
の
協
力
者
を
訪
ね
た
。 

二
十
日(

土)

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国

竹
田
研
究
会
三
役
会
議
に
参
加
。
北
は
北

海
道
、
南
は
福
岡
ま
で
の
各
都
道
府
県
の

十
七
会
場
で
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
日
は
初
め
て
お
会
い
す
る
人
が
殆
ど
。

竹
田
恒
泰
先
生
の
薫
陶
を
受
け
、
溌
溂
と

し
た
素
晴
ら
し
い
人
達
だ
っ
た
。 

二
十
三
日(

火)

国
民
投
票
に
向
け
た
訪
問

活
動
。
十
五
区
（
豊
橋
市
・
田
原
市
）
の

協
力
者
を
訪
ね
た
。 

三
十
一
日(

水)

国
民
投
票
に
向
け
た
訪
問

活
動
。
十
区
（
一
宮
市
・
江
南
市
・
岩
倉

市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
協
力
者
を
訪

ね
た
。 

今
度
は
少
し
距
離
が
あ
り
ま
す
。
西
に
向
か
っ
て
、
あ
だ
し
野
の
方
向

へ
進
み
ま
す
。
大
覚
寺
の
辺
り
は
軽
い
坂
道
で
普
通
の
自
転
車
で
も
大

丈
夫
な
の
で
す
が
、
あ
だ
し
野
の
辺
り
は
坂
道
が
き
つ
く
な
り
電
動
ア

シ
ス
ト
の
本
領
発
揮
で
す
。
あ
だ
し
野
を
抜
け
更
に
坂
道
が
き
つ
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
変
速
す
れ
ば
速
度
こ
そ
落
ち
は
し
ま
す
が
軽
々
と

登
っ
て
い
き
ま
す
。
峠
道
に
入
り
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
の
が
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
、
嘉
智
子
の
嵯
峨
陵
の
入
り
口
で
す
。

参
拝
す
る
に
は
こ
こ
か
ら
更
に
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
登
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
真
新
し
い
木
製
の
門
に
行
く
手
を
阻
ま 

一
日(

月)

一
家
揃
っ
て
元
日
を
迎
え
、
氏

神
様
へ
初
詣
。
平
成
三
十
年
は
勝
負
の
年

と
心
に
誓
っ
た
。 

三
日(

水)

友
人
と
新
年
会
。
十
年
来
の 

れ
ま
し
た
。
そ
の
脇
に
は
立
て
看
板
が
あ

り
ま
す
。
「
通
行
止
め
の
お
し
ら
せ
」
で

す
。
参
道
に
落
石
が
あ
り
大
変
危
険
な
た

め
当
分
の
間
、
通
行
止
め
と
し
参
拝
を
停

止
、
こ
ち
ら
か
ら
遥
拝
す
る
よ
う
に
と
の

こ
と
で
す
。
門
扉
の
両
脇
に
は
隙
間
が
あ

り
入
っ
て
い
こ
う
と
思
え
ば
行
け
そ
う
な

の
で
す
が
、
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
合
掌
。

橘
嘉
智
子
は
仁
明
天
皇
の
お
母
上
様
で
す
。 

峠
道
を
下
り
、
あ
だ
し
野
念
仏
寺
も
参
拝

し
ま
し
た
。
合
掌
。 

最
後
に
、
あ
だ
し
野
の
入
り
口
付
近
に
あ

る
後
亀
山
天
皇
の
嵯
峨
小
倉
陵
を
参
拝
し

ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

本
日
の
参
拝
は
以
上
で
す
。
八
年
ほ
ど
前

に
奈
良
で
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
を

借
り
た
時
に
は
途
中
で
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切

れ
て
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
ま
だ
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
残
っ
て
い
ま

し
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー
性
能
の
進
化
を
実
感

し
ま
し
た
。 

 

（
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
三
十
七 

昨年３月 

平成１９年１月 


